
富津市献血推進協議会会議録 

１ 会議の名称 令和４年度富津市献血推進協議会 

２ 開催日時 
令和４年７月２７日（水） 
午前１０時３０分～１１時２０分 

３ 開催場所 富津市役所 １階 大会議室 

４ 審議等事項 

（１）令和３年度富津市献血推進協議会事業実績報告書

（２）令和４年度富津市献血推進協議会事業実施計画

（案）について 

 

５ 出席者名 

献血推進協議会委員（１１名） 
高橋恭市、坂本秀則、三枝奈芳紀、横山龍巳、 
橋本茂、溝口智、鈴木博、大野泰代、 
山中有美、川口泰明、牧野安浩 

千葉県赤十字血液センター（２名） 
事業課長 田中邦明、事業課主事 森田拓人 

事務局（３名） 
健康づくり課 課長   地引憲太郎 
健康づくり課 課長補佐 吉田智一 
健康づくり課 主事   荒井脩杜 

６ 公開又は非公開の別 公 開  ・ 一部非公開 ・ 非公開 

７ 非公開の理由  

８ 傍聴人数 ０人（定員１０人） 

９ 所管課 
健康福祉部健康づくり課 
電話 ０４３９－８０－１２６８ 

10 会議録（発言の内容） 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 



令和４年度富津市献血推進協議会会議録 

 

発言者 発 言 内 容 

地引課長 

（事務局） 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

高橋会長 

（富津市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度富津市献血推進協議会の開催を宣言 

 

本日の出席委員でございますが１５名中１１名の出席をいただ

き、過半数に達しております。本協議会設置要綱第６条２項の規定

により、本会議は成立していますことをご報告いたします。 

 この会議は富津市公開情報条例第２３条の規定により、会議を公

開し、会議録を閲覧に供することとなっておりますので、傍聴人の

受け入れと会議録の公表についてご理解の程をお願いいたします。 

 本日の傍聴人はございません。 

 なお、会議録作成のため録音をさせていただきますのでご了承く

ださい。 

 

 それでは次第２、委嘱状の交付をさせていただきます。 

 本来であれば新たに委員を受けてくださった皆様へ、高橋市長か

らお一人ずつ委嘱状を交付させていただくところですが、新型コロ

ナウイルス感染症予防対策としまして、鈴木委員、山中委員、牧野

委員のお手元に委嘱状を交付させていただきました。何卒ご理解く

ださいますようお願い申し上げます。 

 続きまして次第３、本日は令和４年度となり、委員及び事務局職

員の変更もございましたので、改めて委員の皆様及び職員のご紹介

をさせていただきます。 

  

 （委員及び事務局職員の紹介） 

 

 続きまして、本協議会の会長であります、高橋市長からご挨拶を

申し上げます。 

 

改めまして皆様こんにちは、ご紹介いただきました本協議会の会

長を務めさせていただきます、市長の高橋でございます。 

会議にあたりましてご挨拶を申し上げたいと思います。本日は大

変お忙しい中委員の皆様方には、本年度第一回目となります、富津

市献血推進協議会にご出席いただきまして誠にありがとうございま

す。また、日頃より本協議会の事業推進にご指導ご協力いただいて

おりますこと心よりお礼を申し上げます。 

すでに皆様方には、申し上げるまでもないのですけれども、現代

の医学の進歩というのは大変なものがございまして、それと同時に

医療技術の高度化が進んでおります。 
しかしながら、それら患者さんに対しての治療また手術の時に、

行われる輸血に関しては、多くの人々の全員による献血がなければ

成り立たないことはすでにご案内の通りでございます。しかしなが

ら、社会の少子高齢化また、同時に、献血可能な人口が減少してい



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

地引課長 

（事務局） 

 

 

高橋会長 

（富津市長） 

 

 

 

 

 

（各委員） 

 

高橋会長 

（市長） 

        

る状況にありまして手術数の数が増えている等々の理由もあり血液

が大変不足しているというとお聞きをしております。 
後ほど、千葉県赤十字血液センター田中様から千葉県の献血状況

のお話を頂きますけれども。ぜひ皆様方には改めて実情をご理解い

ただきまして今年度もこれまで同様またそれ以上に、お力添えをい

ただいて皆様の善意がしっかりと届けられるような体制を作ってい

きたいと思いますのでご協力の程をよろしくお願いいたします。 
そうした時に偶然だと思いますけど、今日朝、読売新聞の投稿欄

に、献血についての投稿がありました。３１歳の若者からの投稿だ

ったと記憶していますが、「お母さんが何か社会の役に立ちたいとい

う思いで長く献血を続けられている」という風に書いてありました。

そして、「自分自身もそれに触発されて献血を始めたところ自分自身

の健康に対する意識付け、またコレステロール等の数字がわかるこ

とで、そういうことに役立ってます」というような投稿でありまし

た。 
まさにこういう、人の役に立つだけではなくて、自分のためにも

良いんだということも発信していくことができたらこれまで以上に

献血をしていく方の人数確保につながっていくのかなという風に思

い、興味深くその投稿を拝見したところであります。 
本日会議の内容でありますけど、令和３年度の事業報告並びに、

令和４年度の事業実施計画（案）を議題とさせていただきます。 
また順序が逆になりましたけれど、令和３年度は本市の献血の目

標数値を達成することができました。これもひとえに皆様方のお力

添えの賜物だと思っております。 
令和４年度のその達成を目標にして、努力してまいりたいと思い

ます。大変まとまりませんけれども、以上をもって会議冒頭のあい

さつとさせていただきます。 
 
 それではこれから議事に入らせてもらいます。議事進行につきま

しては、協議会設置揚網第６条により、会長である市長が会議の議

長となることとなっておりますので、会長よろしくお願いします。 
 
 それでは、議長を務めさせていただきます。皆様のご協力をお願

いします。また、発言の際は挙手をしていただいてから担当がマイ

クをご用意させていただきますので、マイクを持っての発言を重ね

てお願いします。 
 初めに、会議録の署名委員の方の指名をいたします。署名委員は

２名でございます。会長に一任ということでよろしいでしょうか。 
  
 異議なし 
 
 ありがとうございます。それでは会議録署名委員に溝口委員と牧

野委員を指名させていただきます。よろしくお願いします。 
 



高橋会長 

（富津市長） 

 

     

吉田課長補佐 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋会長 

（富津市長） 

 

 それでは次第の５議事に入らせていただきます。（１）令和３年度

富津市献血推進協議会事業報告書について、事務局の説明を求めま

す。 
 
 それでは、令和３年度富津市献血推進協議会事業次席報告書につ

いてご説明いたします。 
恐れ入りますが、令和４年度富津市献血推進協議会会議資料の、２

ページ、「令和４年度富津市献血推進協議会事業実績報告書」をご覧

ください。 
 上の表が令和３年度（昨年度）の実績、下の表は参考として、お

ととし、令和２年度の実績を記載しております。いずれも採血者の

実績数です。 
 令和３年度に採決された人数は、４００ｍｌ献血は、１,０５９人

で、県目標の約１９６％、市目標の１０８％の達成率でありました。 
 また、２００ｍｌ献血は、１２人で県目標の約６０％。市目標の

約６０％でありました。 
 合計として、１ ,０７１人の方々に採血いただき、県目標の約

１９１％、市目標の約１０７％となり、県目標数は大幅に達成し、市

目標の達成いたしました。なお、４００ｍｌ献血は全体の役９９％、

２００ｍｌ献血は全体の約１％でございます。 
 次に３ページをご覧ください。「令和３年度献血実施結果報告書」

になります。 
 令和３年度に実施しました献血を時系列順に並べ、献血会場ごと

の採血状況でございます。 
 「イオンモール富津」をはじめ、一年間に延べ２５会場で実施し、

表の一番下に記載となりますが、合計で１,２１４人が受け付けまし

たが、当日の体調などから献血の基準に達しないため、１４３名が

実施できませんでした。そのため、献血は１,０７１名の方々のご協

力をいただきました。 
 なお、例年、受付をされても基準に達せず献血ができない方が、

１０％から１５％程いらっしゃいます。 
次に４ページをご覧ください。 

 「令和３年度会場別献血実施者数内訳」になります。こちらは、

会場別、毎月に献血実績者数をまとめた表となります。 
 令和３年度については、９会場にご協力いただいております。 
 この表から、一般の方も対象とした、１番「イオンモール富津」

と７番「富津市役所」。さらに４番、５番の「日本製鉄株式会社技術

開発本部」での献血者数が多いことが確認できます。 
 以上で「令和３年度富津市献血推進協議会実績報告書」について

の説明を終わります。 
  
 説明が終わりましたが、ご質疑等ございましたらお願いします。 
  
 



（各委員） 

 

高橋会長 

（富津市長） 

 

 

 

     

 

吉田課長補佐 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋会長 

（富津市長） 

 

三枝委員 

（君津木更津医師会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋会長 

（富津市長） 

 

 （なし） 
 
ご質疑も無いようなので、令和３年度富津市献血推進協議会事業実

績報告についてはご承諾いただきたいと思います。 
 それでは次に移ります。 
 
 （２）の令和４年度富津市献血推進協議会事業実施計画（案）に

ついて、事務局の説明を求めます。 
 
 それでは、令和４年度富津市献血推進協議会事業実施計画（案）

についてご説明いたします。 
 恐れ入りますが、会議資料の５ページをご覧ください。 
 令和４年度の献血目標となります。 
 県が示した千葉県献血推進計画における富津市の令和４年度の献

血目標は、４００ｍｌ献血が４７１人、２００ｍｌ献血が１２人、

合計で４８３人でございます。 
 また、市の目標は、前年度実績を目標に４００ｍｌ献血、

１ ,１９０人、２００ｍｌ献血、１２人、合計で１,２０２人を令和４

年度の献血目標として取り組んでまいります。 
 次に６ページをご覧ください。 
 「令和４年度献血実施計画」になります。 
 月毎、会場毎の実施計画でございます。 
 こちらは、昨年度の実績を基に計画したものです。 
 この中に記載はありませんが、新たな会場など、千葉県赤十字血

液センター様と協力し、検討していきたいと考えております。 
 以上で「令和４年度富津市献血推進協議会事業実施計画（案）」に

ついての説明を終わります。  
 

それでは、ご質疑等ございましたらお願いをいたします。 
 
 

君津木更津医師会の三枝です。質疑と言うわけではないのですけ

ど、今わたくし、この献血推進協議会の中においてどちらかという

と血液をいただく方の立場で出席させていただいていると思いま

す。富津市の献血の状況、県の目標も市の目標も両方まとめて素晴

らしいと思います。市長様もお話しされましたけど血液というもの

はいまだに人工的にはどうしても作れないものでして、やはり一般

の方々の献血に頼るしかございません。医療機関としても、できる

だけ大事に使っていくように心がけておりますので、また今後とも

ぜひよろしくお願いしたいと思います。 
 
 私の方から意見を。先ほど市民の皆さんも受けられるということ

で、イオンモール様と市役所の会場の説明がありました。これらは

事前に日程について、発信はどの程度されているのでしょうか。 



 

吉田課長補佐 

（事務局） 

 

 

 

 

 

高橋会長 

（富津市長） 

     

川口委員 

(富津市地区区長会) 

 

 

 

 

 

吉田補佐 

（事務局） 

 

 

 

 

田中事業課長 

（赤十字血液センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

川口委員 

（富津地区区長会） 

     

 
 まず、富津市の広報誌と、安全安心メール、市のホームページで

ご案内をしております。市のホームページでは、年間の予定という

形で、年度当初に載せさせていただいております。広報とメールの

方につきましては、その月の月初にご案内する形と、あと当日に安

全安心メールで、広く周知をさせていただいているところでござい

ます。 
 
 ぜひ、当日の発信というのは非常に重要な部分だと思いますので、

今年度もよろしくお願いいたします。 
 

質問なのですが、献血の実施月と間隔というのはどのように決め

ているのですか。私自身４００ｍｌをやっているのですが、

４００ｍｌだと男性だと、１２週ですか。予定表を見ながら次いつ

どこかなと探すのですが、そういうのは次の献血を見据えて作って

いるのか、献血が足らない月とかをターゲットに決めているのです

か。 
 
 市役所の会場の方につきましては、川口委員のお話のあった通り、

四か月毎に接種ができるような日程を組んでおります。また、イオ

ンモール富津の方では、月を複数並べた中で、お受けできるような

体制を取っているという風に理解をしております。もし、赤十字社

様の方から補足があればお願いします。 
 
 血液センター事業課長の田中でございます。まず、献血の日程と

は、年に男性の場合ですと４００ｍｌをお願いした場合、男性は

３回、女性は２回という風になっているのですが、おおよそ次の献

血の時には、前回お願いした中で、お願いできる日程を開けて計画

をさせていただいているのですが、会場によっては、年間に

３回以上、４回５回とお願いする場合もございますので、そうなっ

ているところは、なるべく均等に月でなるようにしていただくよう

計画をしておりますので、少なくても男性の方は、次の献血がお願

いできるような形、女性につきましては、年に２回しかお願いでき

ませんので、どこか一回お休みしていただければ、次の献血にはつ

ながるような形には日程には原則としてさせていただいているとこ

ろです。ただし今はコロナの影響もございまして、なかなか献血の

計画自体がうまくいかなかったり、急に血液を皆様にお願いしない

といけないという時にはですね、申し訳ないのですけど、臨時とい

う形で、バスを配車させていただくこともあります。簡単ですが以

上になります。 
 

私の場合には計画的に次どこにしようかなと決めてますので、計

画的にやっていただけるとすごくありがたいと思います。 
 



橋本委員 

（日本製鉄株式会社

技術開発本部） 

 

 

 

 

 

        

 

田中事業課長 

（赤十字血液センター） 

 

     

高橋会長 

（富津市長） 

 

（各委員） 

 

高橋会長 

（富津市長） 

 

 

地引課長 

（事務局） 

 

 

田中事業課長 

（赤十字血液センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本製鉄、橋本です。献血会場に来ていただいて、川口委員が言

った通り、定期的にそのタイミングで来ていただいてるので非常に

楽なのですが、当日行ったときに何型が足りないよという掲示があ

るのですけど、前日以前を目途にいただいた方がいいような気がし

ます。日にちをセットして今週会場に行きますのでお願いします、

というタイミングで「何型が不足しているので重点的にお願いしま

す」という社内の掲示とホームページで案内できますので、ご相談

できたらなと思ってます。ぜひ、お願いします。 
 
 

お願いする献血の日程のところの血液の状況を事前にご案内させ

ていただいて、皆様にうまく起案していたければと思いますので、

よろしくお願いいたします。 
 
 他にご質疑も無いようなので、令和４年度献血推進協議会事業計

画（案）について、承諾いただきたいと思います。 
 
（承諾） 
 
 以上で本日の議事はすべて終了いたしました。議長の職を解かせ

ていただきます。 
 ご協力ありがとうございました。 
 
 続きまして、次第の６その他になります。千葉県の献血状況につ

きまして、千葉県赤十字血液センター千葉港事業所事業課長の田中

様から、ご説明いただきます。よろしくお願いいたします。 
 
 では、改めましていつもお世話になっております、千葉県赤十字

血液センター千葉港事業所の田中邦明と申します。 
皆様方におかれましては、献血事業の推進におかれまして多大な

るお力をいただきまして本当にありがとうございます。また今回こ

のような場所を設けていただいて、大変ありがとうございます。 
早速ですけれども、千葉県の献血の状況になりますと、まずは何

といっても、コロナウイルスの影響というものが３年くらい続いて

おりまして、皆様大変いろんな面でご苦労はされていると思います

けれども、コロナウイルスの感染当初、何がいけないかというとま

ずは外出を控えましょうということで皆様に呼びかけがありまし

た。 
あとは人が集まってはいけないという形となりまして、そこが、

ご存じの通り献血というのは、人に外出していただいてお願いする

ものですので、当初は献血の方は、血液の確保に苦労したところで

ございます。皆様方も同じような状況にあったかと思いますけれど

も、特に献血は団体様を頼りに、お願いしているところも多かった

ですので学校様、あるいは企業様、どうしても、企業の中で感染者



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出さないように、皆様対策をしていた中で、部外者が入れないとか、

同じ会社の中でも皆様一か所に集まりたくないということで、献血

のキャンセルが相次いだというところでございます。 
一方そんな中で、血液の需要というのは、令和元年度、２年度、

３年度、千葉県の中では増えていく中で、何とか患者様が扱いにな

られる分は確保しないという中で、そうなると、私たちが相談して

いただくところが行政となるのですけども、実は行政の方々が、献

血の担当とコロナ対策の窓口というのがほぼ同じ方々がなってまし

て、なかなか私共も皆様コロナ対応していく中で、私共の方から、

市役所の献血の回数を増やしてくれないかとか、そういう調整も無

理をお願いして、何とか献血の実施する場所を見つけていただきな

がら、ここまで何とかやってこれたということでございますので、

行政をはじめ皆様には感謝を申し上げます。 
今のところコロナの方は７波ということで、患者さんも増えてき

ている中で、今年度に入ってから、献血の状況はだいぶ上向いてお

りまして、私共の方も４月から７月にかけましては年間の計画の通

りでのご協力をいただけているところでございます。献血状況詳し

いところでですね、こちらの青い印刷物ですけれども、令和３年度

につきましては、医療機関様にお届けした血液が、８１１,０１５単

位ということで、こちらが２００ｍｌ献血が一単位となっておりまし

て、簡単に言うと、８１１,０１５人分お届けしたという形になりま

す。一方、献血をいただいた方は６か所の１０台の献血バスで延べ

２３０,４９２名の方に協力をいただいております。こちらご協力い

ただいた人数とお届けした８１万という数字には乖離がございます

けど、実際献血は４００ｍｌであれば、お一人からお二人分。成分

献血であれば、１０単位やあるいは２０単位分ご協力いただけます

ので、そういうものを踏まえますと、このような数値となります。 
真ん中の棒グラフを見ていただけますと、主に献血バスで集めさ

せて頂いていてますのは、赤血球製剤ということで左側のものなん

ですが、ご覧いただけます通り、令和元年度、２年度、３年度、供

給計画を上回る形で推移しているところでございます。こちらは、

それだけ血液が必要だったということですけど、当初はコロナの中

で、なかなか医療機関様もコロナ対応で数値は滞ってしまうかと思

ったのですが、千葉県の場合はそういった影響はなく、輸血医療に

関しては、コロナの影響を受けず、行われていたのではないかと推

測されます。献血状況と供給状況というのは下にございますけれど

も、献血状況の４００ｍｌ献血が１５０,８６３人、２００ｍｌ献血

が５,６９３人、成分献血が５０,６８６人という内訳でご協力いただ

けたというところでございます。２００ｍｌ献血に関しては、予定

より１,１１３程少なくなっておりますけれど、こちらの方は医療機

関様の方で、血液のオーダーが、４００ｍｌ献血を希望されており

まして、今ほとんど、９９％が４００ｍｌ献血のご希望がございま

すので、それに合わせて２００ｍｌ献血の方はセーブさせていただ

いている形となっております。一番下の年代別献血者状況を見てい



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただきますと、１０代２０代の方が減少傾向になっております。実

際の人口の方が１０代２０代は減ってきているので、そのグラフと

比較した場合どうかというところはございますけど、それにしても、

社会の献血を担う方々に対する、広報活動等は、今後も推進してい

かなければと思います。 
現実としましては、献血はほとんど４０代以上の方が支えていた

だいて、特に５０から６９歳までの方の伸びが大きいとなっており

ます。しかしながら、献血は６９歳で卒業されてしまいますので、

将来の血液確保には、３０代以下の方々への広報活動は必須という

ことで考えております。裏面につきましては、令和４年度の計画等

が書いておりますので、後ほどご覧いただければと思います。供給

計画、採血計画につきましては、令和３年度に若干上乗せした形と

なっております。また、裏面中段の円グラフですけど、どんな患者

さんが献血を必要かを表した図でして、一番上のがんの患者さんが、

３６.４％。次に、白血病などの造血器官等の病気の方でございまし

て、こちらが１９.７％。合わせますと５割を超える方々が、がん、

あるいは白血病の患者さんに使っているとなります。こちらは、輸

血のイメージとは一般的には大手術とか、大けがの時に必要なのか

なと思われる方もいらっしゃると思うのですが、実は抗がん剤治療

をされている間は、血液とか髪の毛が作れなくなってしまいますの

で、そういった方々に輸血をして、輸血療法ということで、血液を

作れなくなった細胞の補充ということで血液が必要となっておりま

す。 
こういった方々の一回に使う血液の量は少ないのですけど、治療

が半年続けば、その間はずっと必要となりまして、今、日本人は生

涯で二人に一人はがんになると言われておりまして、輸血について

もそのような形で使う可能性があるということで輸血の必要性とい

うのは今後も高まっていくのではないかと思われます。 
もう一枚の資料の方をご覧にいただきたいのですけど、こちらは

赤血球製剤の確保状況をこのコロナ禍の中、表したものなのですけ

ど、上段が千葉県でご協力いただいた、赤血球の量でございます。

こちらも一単位換算でございますが、平成３０年度は３１２,４６０

人にご協力いただけましたけど、令和元年度は３０５,４１１人とい

うことで、令和２年、３年は若干伸びてきてはいますけど、まだ平

成３０年度の状態には戻っていないというところでございます。 
下の折れ線グラフにつきましては、この三年間の献血の月ごとの

献血の集まりをグラフにさせていただいたものですけど、こちらは

月によってこの三年間乱高下したというのをご覧いただければと思

い作成したものでございます。一番低いのが令和２年度の４月。こ

ちらの方が一番影響的でして、緊急事態宣言が出るとき出ないとき

でご協力にいただける数に差があったと思います。 
一方で血液が不足している報道の中で、アスリートの方々が

ＳＮＳ呼び掛けていただけることもあって、また急激にご協力いた

だけるようになったり、令和２年度につきましては、最小から最大
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の幅がだいぶあった年度でございました。ちなみに２月につきまし

ては、どの年度も落ちているのですけど、こちら日にちの関係で、

一日８００人くらい献血にご協力いただいているので、２月は他の

月より２,０００くらい少なくなりますのでこのようなグラフとなっ

ていることでご承知をお願いいたします。 
なお、新型コロナウイルス感染症にかかる献血の中止、こちらは

元々予定していた献血がなくなってしまった件数なんですけど、令

和元年度が５０件、令和２年度が約５００件、令和３年度につきま

しては約２００件という形になり、今年度は６月までに２件、だい

ぶ少なくなってきてはいるのですけど、今後も予断許さない状況に

あるということで、ご承知していただければと思います。 
皆様のおかげさまで患者様にお届けできていないという事態には

なっておりませんので、今後もこのような形でお願いできればと思

いますし、企業様等々お願いできない分につきましては、市役所様

にお願いしたり、駅前とかですね、あとは大型商業施設の回数を増

やしてお願いしておりますので、患者様に今すぐお届けできないと

いう事態ではございませんけれど、私共は千葉県内では一日に、献

血者でいうと約８００人分の、血液を毎日各医療機関様にお届けさ

せておりますので引き続きご協力、献血にご尽力いただければと思

います。 
また、今後第７波の中厳しい状況が予想されておるのですけど、

私共献血会場の中につきまして、感染防止対策としまして、検温、

あるいはアルコール消毒、あるいはバスの中での遮蔽物の設置。そ

ういった形で感染対策につきましては、安全を期しているところで

ございます。また一方で献血会場が密にならないように、ただいま

献血の予約のお願いというものをさせていただいておりまして、

ＷＥＢから献血の予約ができる形となっておりまして、ぜひご理解

をいただきながら、お一人でも多くの方にご協力いただけますよう、

皆様のお力をいただければと思います。簡単ですが以上でございま

す。よろしくお願いします。 
 

田中様ありがとうございました。 
委員の皆様何か質問がございましたらお願いします。 

 
今の説明の中で、年代別の献血状況で、若年層の方の献血が少な

いというようなことを確認させていただきました。私が初めて献血

したのは、高校生の時で、高校に献血車が来て、始めたのがきっか

けでした。それ以降献血をさせていただいているのですけど、今、

天羽高校の先生も来ている中で、高校とか大学とかで定期的な献血

というのが少なくなっている、あるいはなくなっている、そういっ

た状況がこういった若年層が少ない要因となっているのですか。 
 

まず、学校の献血ですけど、大学の献血に関しては、コロナでお

伺いできないところもございますけれども、県内の大学様全校にお
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願いさせていただいている状況でございます。高等学校様につきま

しては、一つには、１６歳の方が４００ｍｌ献血がお願いできないこ

とがあり、２年生だけ、３年生だけのご協力となってしまうところ

もありますので、そういった形で全校生徒さんにお願いできない形

になってしまうので、そこに向けてバスを配車しづらいところと、

高校のカリキュラムで献血の時間を空けるようなことができにくい

ので、直接高校にバスを向かわせるケースは少なくなっているとこ

ろでございます。以前に比べて高校での献血は少なくなっていると

ころでございます。その分、私共は千葉県様が作ったパンフレット

を学校の方へお配りしたり、若年層に向けての献血ルームへご案内

とか、そういった形の中で十代の方には、献血の大切さを知って、

大学に入ってから、あるいは高校卒業してから、ご協力いただける

ように、日本赤十字社として検討させていただいているところで、

また今年度中には新しいアプリも開発しているところでございまし

て、若い方々が献血につながるような対策は取っているところでご

ざいます。 
 

ぜひ若い方の血液が多く集まればいいなと思いました。 
 
 
 

それでは、委員の皆様には、長時間にわたりまして、慎重審議、

貴重なご意見をいただきましてありがとうございました。 
 以上を持ちまして、令和４年度富津市献血推進協議会を閉会とさ

せていただきます。 
 お疲れ様でございました。 

 


